
本日の

出席者

会 員 数

出席対象者数

出 席 数

出 席 率

事前：　　

柿内会員、黒田会員、三重野会員、峯中会員、大東会員、大家会員、

重本会員、末永会員、時松会員、土岡会員、山本昌豊会員

47名

47名

36名

76.60％

来 訪 者

今週の歌

北川英二氏（航空自衛隊築城基地司令）

君が代　奉仕の理想

欠席者
（11名）

2022-2023年度 中津RC会長テーマ
ENJOY ROTARY  ロータリーを楽しもう！

Rotary Club of Nakatsu
Organized 8th. Feb. 1954   DISTRICT  2720

中津ロータリークラブ週報

第3317回　2023年２月１日　　点鐘：12：30

ジェニファー・ジョーンズ 2022-2023 RI会長テーマ

●会長の時間〔細川会長〕

　本日は航空自衛隊築城基地司令・北川英二氏のゲスト

卓話です。私は2008年に日本青年会議所で役員をさせ

て頂いた時、担当が安全保障に関することだったため、

沖縄の嘉手納基地でブリーフィングを受けたことがあり

ます。その時、沖縄本島の近くにどれだけ中国艦船が来

ているか説明を受け、その多さに驚きました。また那覇

基地を訪れ、滑走路が１本だったため、民間機との併用

で管制塔は国土交通省が管理しており、スクランブルが

あっても民間機が入ってくるとスクランブル発進ができ

ないことを知りました。当時はF4ファントムが配備され

ていましたが、これはベトナム戦争当時の主力機です。

パイロットの方に、こっそり「F4ファントムで戦えます

か？」と尋ねたところ、「大丈夫です。必ず日本の空を

守ります。」とはっきり言われ感心しました。翌年には

F15が配備されることを知っていましたので「F15が来

たらどうですか？」と言ったら、先ほどの方はニッコリ

笑って「F15が来たら変わりますね。」と嬉しそうに応え

てくれました。そういう思いを自衛隊にさせ、寂しさを

感じました。最近は情勢がいろいろ変わっていると思い

ますが、現状をお聞きし、どのような応援ができるかしっ

かり考えたいと思います。

●幹事報告〔原岡幹事〕

・例会変更　湯布院、別府４クラブ

・週報回覧　中津中央

・その他回覧　ガバナー月信、ロータリー財団室NEWS、

月刊もみじ、4/15-16地区大会ご案内、出欠表

・例会後に理事会を行います。

●米山功労者表彰

第９回マルチプル　松永光史会員

●委員会報告

・会計〔松下会員〕

配布資料により半期決算報告
・誕生祝〔親睦委員会・髙津会員〕

1954.2.4仲浩会員、1969.2.20松下幸之助会員、
1967.2.28伊藤敏宏会員

●ニコニコボックス

〔伊藤会員〕誕生祝、妻誕生日花束のお礼
〔松下会員〕誕生祝のお礼
〔川嶌眞人会員〕東郷平八郎の書等展示案内
〔山本洋一郎会員〕チャリティーバザー協力のお願い
〔植木会員〕結婚記念日花束のお礼

●ゲスト卓話

「近年の安全保障環境における航空自衛隊
の方向性について」
航空自衛隊第八航空団司令兼築城基地司令

北川英二氏

１ 我が国周辺の安全保障環境

我が国周辺では、軍事力の強化・
軍事活動の活発化の傾向が顕著

北方領土問題

中国による活発な
日本海への進出

朝鮮半島を 竹島の
めぐる問題 領土問
題

中国による東シナ海における
現状変更の試み／

活動の急速な拡大・活発化

中国による活発な
太平洋への進出

台湾をめぐる問題

南シナ海を
めぐる問題

出典：令和3年版防衛白書（ﾚｲｱｳﾄ変更及び一部更新）

【現在の安全保障環境の特徴】

➢既存の秩序をめぐる不確実性が増大し、政治・経済・軍事にわたる国家間の競争が顕在化
➢テクノロジーの進化が安全保障に大きく影響
➢一国のみでの対応が困難な安全保障上の課題が顕在化
➢新型コロナウイルス感染症への対応をめぐって国家間の戦略的競争が一層顕在化する可能性

ロシアは軍事活動活発化の傾向

ロシア機に対するスクランブル回数

約2.2倍
266回

119回
2001年度 2021年度

新型の装備を極東にも配備

新型多目的戦闘機 Su-35 
(2014年以降極東に配備)

新型戦闘爆撃機 Su-34 
(2016年以降極東に配備)

北朝鮮の核・ミサイル開発

・2006年に初めて核実験強行。以降、計6回の核実験
・長射程化など、ミサイル技術を高度化
・2017年に核武力の完成を主張
・2021年に核・弾道ミサイル開発の継続を表明
・2022年に新型ICBM級ミサイル（可能性）を発射

中国による軍事力の広範かつ急速な変化

第４・５世代戦闘機

約１4.1倍 1,270
機

90機

2001年 2022年

近代的駆逐艦・フリゲート

約5.1倍
77隻

15隻
2001年 2022年 3
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中津ロータリークラブ週報 国際ロータリー
第2720地区

事務局／〒871-0055 大分県中津市殿町1383-1  中津商工会館2Ｆ
　　　　TEL 0979-22-6908　FAX 0979-22-6909
　　　　E-mail nakatsu.r.c@feel.ocn.ne.jp　URL https://www.nakatsu-rc.com
例　会／毎週水曜日  12：30～13：30  ヴィラルーチェ中津  TEL 0979-23-1122
●2022-2023年度
　会長／細川　唯  幹事／原岡知徳  IT支援・RI情報・公共イメージ委員長／永岡侍紹央

Rotary Club of Nakatsu Organized 8th. Feb. 1954   DISTRICT  2720

２月22日（水） 祝日週休会
３月１日（水） ゲスト卓話
「住民主体の地域づくりについて」
社会福祉協議会　吉田瑞穂氏

●例会のご案内

第13回理事会議題
・前回議事録の承認　　　・１月会計報告
・３月例会プログラム　　・二水会について
・２月15日インターアクト卒業式例会

（１） 北朝鮮の動向

出典:朝鮮中央通信、令和3年版防衛白書、省HP

我が国のEEZ内に落下した弾道ミサイル
（2022年3月24日、11月18日）

➢我が国を射程に収める弾道ミサイルを数百発保有
➢2021年、鉄道用貨車や潜水艦から弾道ミサイルを発射する等、奇襲・秘匿性の向上を企図
➢一部ミサイルは、低高度を飛翔し、変則的な軌道で飛翔可能であり、ミサイル防空網の突破を企図
➢2022年１月以降、各種弾道ミサイルの発射を繰り返している。
➢北朝鮮は、2022年3月25日、「新型ＩＣＢＭ火星17の試験発射に成功（3月24日） 」と発表

引き続き、北朝鮮の核・ミサイルは、我が国の安全に対する重大かつ差し迫った脅威
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北朝鮮の弾道ミサイル等発射弾数
防衛省HP等(2022年6月9日現在)

以上
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（２） 中国の動向

出典︓令和２年版防衛⽩書、
省HP掲載「中国情勢（東シナ海・太平洋・⽇本海）」（令和4年1⽉
）

〇公表している国防費は、中国が実際に軍事目的に支出している額の一部（研究開発や外国からの

兵器調達などが含まれていない）にすぎないとみられている。

〇実際の国防支出は、公表値よりも1.1～2倍多いとの分析も（米国防省議会報告書（2021年））

第４・第５世代戦闘機

空母 山東

出典:令和2年版防衛白書（Avalon/時事通信フォト）

出典:解放軍報ＨＰ

空母 山東
単位：億元

国防費
※1 日本の防衛関係費は、SACO関係経費、米軍再編関係経費のうち地元負担軽減分に係る経費等を除いたもの。
※2 1元＝17円 (令和4年度の出納官吏レート)で換算。前年度比の数値は中国公表値による。

1,270機

0機

国防費の高い水準での増加を背景に、
軍事力を広範かつ急速に強化

J-20戦闘機

出典:中国軍視網ＨＰ

約1兆4504.5億元
日本円 約24兆6577億円

（前年度比約7.1％増）

日本の2022年度
防衛関係費※は、
5兆1,778億円

・中国の公表国防費は、速いペースで増加
30年間で約39倍、20年間で約8.6倍、10年間で約2.2倍

・日本の防衛関係費は、約20年間でほぼ横ばい
・2022年度の公表国防費は、日本の約4.8倍
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（２） 中国の動向

➢中国軍の活動の活発化は、我が国含む地域と国際社会の安全保障上の強い懸念

➢中国軍は、海空域での活動を質・量ともに急速に拡大・活発化。一方的な活動のエスカレーションも
➢尖閣諸島周辺のほか、日本海・太平洋における活動の定例化を企図しているとみられる。日本海・太平洋
における活動は、今後一層の拡大・活発化が見込まれる。

※場所・航跡等は、イメージ・推定

空母「遼寧」等の艦艇群が西太平洋に進出し、
発着艦訓練等を実施

（2019年6月、2020年4月、2021年4月、12月、2022年5月）

2017年～太平洋への軍用機の飛行が急増
（2017年8月、爆撃機が紀伊半島沖まで進出）

日本海への軍用機
進出の活発化

沖縄

宮古島
出典：統幕HP

与那国島

尖閣諸島 台湾

西太平洋で活動した中国空母遼寧及び同艦載機(2022年5月)

出典：統幕HP

西太平洋上において、300回以上の発着艦を実施

中国軍機の沖縄・宮古間通過回数（年度別）

20 18
15 12

10
10 6 6 6 5
5 4 4 4

0
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

統幕HP公表資料を基に作成(２022．6．27現在)

中国及びロシアの爆撃機が
4年連続で共同飛行

（2019年7月、2020年12月、2021年11月、2022年5月）

艦艇が尖閣諸島周辺
海域で恒常的に活動
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（２） 中国の動向

➢中国航空機の活動機種(UAV等)・規模(中露共同)・エリア（太平洋島しょ部）拡大により、対領侵任務は、増加傾向
出典：統幕HP

〇2021年度緊急発進1004回のうち、722回は対中国機
そのうち、１９回を特異事例として公表（中露共同飛行、中国空母からの艦載機の発艦等）

緊急発進対象機飛行パターン例(2021年度) ①中露共同飛行 ②太平洋島しょ部における飛行

①中国・ロシア共同飛行 ②中露共同巡航にお
ける艦載機の飛行

③空母艦載機
J-15による活動

④新型機の投入

2021年11月19日
中国H-6爆撃機

ロシアTu-95爆撃機

2021年10月21日
Ka-28艦載ヘリ

2021年10月21日
本邦周辺を航行する中露艦艇群

③空母艦載機の活動の増加 ④新型機の投入

2022年5月15日
J-15艦載機

クズネツォフ級空母「遼寧」及び
同艦から発艦するJ-15艦載機

2021年8月25日
TB-001

2022年3月25日
BZK-007

2022年4月7日
Y-9 電子戦機

7
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（３） ロシアの動向

○ＮＡＴＯ加盟国の拡大やその軍事インフラの接近への対応としてウクライナに対し軍事圧力
（2021年11月～2022年2月、10万人以上の兵力を国境付近に集結）

〇欧米との外交交渉が停滞する中、
ウクライナ内の親露独立派を国家承認（2月21日）
〇親露独立派の防衛を名目として
ウクライナ軍事侵略(2月24日) 出撃するロシア軍戦闘機

➢ウクライナ軍の抵抗により戦闘は長期化(2023年2月24日で１年)

ウクライナ領内へ攻撃するロシア軍ミサイル部隊

 北・東・南から侵略
 首都ｷｰｳを急襲

各都市を包囲
首都ｷｰｳで停滞

再編部隊を東部投入
東部攻撃に集中

東部への激しい攻
撃が継続

東部に加え、南部
への攻撃激化

2022.2.26 Day3 2022.3.24 Day29 2022.4.25 Day61 2022.5.18 Day84 2022.6.21 Day118

8

出典:ｲｷﾞﾘｽ国防省公式twitter
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（３） ロシアの動向（極東）

ウクラインカ
（長距離爆撃機）

ウラジオストク
（水上艦等）

ペトロパブロフスク
（戦略原潜等）

オホーツク海

ハバロフスク
（東部軍管区司令部）

択捉島

国後島

松輪島

〇核戦力を含む各種装備の近代化を推進
〇北方領土及び千島列島における軍備も強化するなど、軍事活動を活発化させる傾向
〇中国軍と共同した軍事活動（爆撃機共同飛行及び艦艇群共同巡航）を確認する等協力関係を進展

出典:令和元年度～3年度防衛白書、統幕HP、一般報道

2021年10月
中露艦艇群共同巡航

2022年5月中露共同飛行

2022年2月
宗谷海峡を通峡し、
オホーツク海で活動

2022年夏季、大規模演習ヴォストークを実施予定
(一般報道等)

ISR活動・対領侵任務等の対応を強いられる（可能性）

➢引き続き、ロシア軍の活動活発化により、対中国同様対領空侵犯措置任務は、増加傾向

中国H-6

ロシアTu-95

9
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2022.12.16 安全保障３文書閣議決定

２ 安全保障関連３文書

•国家安全保障戦略
理念(自由、民主主義、基本的人権、法の支配…)、国益、目標

•国家防衛戦略
基本方針
（１）我が国自身の防衛体制の強化
（２）日米同盟による共同抑止•対処
（３）同志国等との連携

•防衛力整備計画
8

【凡例】

・・我の通信網
・・我の衛星利用

・・相手方からの対衛星攻撃

・・相手方からのサイバー攻撃

・・相手方からの電子攻撃

・・機能低下、停止

対衛星攻撃衛星への通信妨害

ISR
（情報収集）

×

×

×

×
戦闘情報ネットワーク

測位
航法（精密誘導）

時刻同期
×

指揮・統制
情報通信

（戦術情報）

衛星への意図的な接近

13

３ 航空自衛隊の対応
（１）我が国自身の防衛体制の強化（領域横断作戦の実現）

宇宙•サイバー•電磁波領域における攻撃
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